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Kl. aρiculata ~ζ対しでもほぼ同様の傾向を示したが，次の 2 点において異なった。
(1) L. fermenti に対しては 3 種のイミダゾロチアミン類はほぼ間程度の抗チアミン作用を示し
たが， Kl. ゅiculata ~乙対するイミダゾロチアミンの抗チアミン作用は他の 2 化合物に比べか
なり弱い。
(2) フェニノレトリアジノチアミンによる L. fermenti の増殖抑制はチアミンで回復するが，
Kl. αρiculata ~ζ 対するフェニノレトリアジノチアミンの増殖抑制作用はチアミンで回復しな







Table 1. The used compounds and their growth-inhibition indices on 
Lαctobacillus feγmenti and Kloeckeγααがculαtα
Py = 

































































* A molar ratio of antitbiamine compound to thiamine required for 50% growth-inhibition. 
林 Growth-inhibition by phenyltriazionthiamine (1O-6molejtube) was not recovered by the 
addition of thiamine. 
第 1 章 イミ夕、、ソゃロチアミン類およびトリアジノチアミン類の定量法の検討
チアミン要求菌に対するイミダゾロチアミン類その他の増殖抑制機構を解明するに当り，これ
ら化合物の菌体へのとりこみを検索するため徴量測定法が必要である。
































第 3 章 チアミン要求性酵母 Kloeckera aρiculata に対するイミダゾロチアミン
類およびトリアジノチアミン類の抗チアミン作用






















ベンジ、ノレイミダゾロチアミンとを用いて， (1)菌体 (1 mg) にチアミンと抗チアミン化合物を同時
添加して培養した場合， (2)チアミンをとり乙ませた菌体を抗チアミン化合物合有培地で培養した






後の菌体 mg 当りの総または結合型チアミン量と 8 時間後の増殖度との相関係数を求めると約







であった L. fermenti の場合との差異が明確になった。
(3) Kl. a.ρiculata ~C対するフェニノレトリアジノチアミンの増殖抑制作用
本酵母に対するフェニノレトリアジノチアミンの増殖抑制がチアミンで回復しない原因を追求す










第 4 章 チアミン非要求性酵母に対するイミダゾロチアミン類およびトリアジノチ
アミン類の作用
チアミン非要求性でビタミン B6 不合培地においてチアミンの添加で増殖抑制をうける酵母
Saccharomyces carlsbergensis とチアミンで抑制をうけない酵母 Sacch. cerevisiae ~乙対する
イミダゾロチアミン類の作用を検討した。また第 3 章で菌体内チアミンとイミダゾロチアミン類
の括抗が明らかにされたのでチアミン関与酵素系に対する作用を Sacch. cerevisiae から抽出し
た酵素を用いて検討した。
(1) Saccharomyces carlsbergensis および Sacch. cerevisiae に対するイミダゾロチアミン
類その他の増殖抑制作用
ビタミン B6 不合培地ではイミダゾロチアミン類およびトリアジノチアミンが低濃度で Sacch.
car lsber gensis の増殖を促進し高濃度で抑制してチアミンと相似の態度を示した。
ビタミン B6 含有培地ではチアミンと括抗して増殖抑制を示し， その抑制はチアミンで回復し




一方， Sacch. cerevisiae に対しでもイミダゾロチアミン類がチアミンと括抗して増殖抑制を
示すことをみとめた。
(2) Saccharomyces cerevisiae から調製したチアミン関与酵素系に対するイミダソ冶チアミ
ン類その他の作用
本酵母から調製した Pyruvate decarboxylase および Thiamine pyrophosphokinase にする
イミダゾロチアミン類の作用をしらべたところ， pyruvate decarboxylase tこ対してはイミダゾ






(1) L. fermenti においてはイミダゾロチアミン類その他のチアミンとりこみ阻害度と増殖抑制
度が一致したことから，本菌に対するこれら化合物の増殖抑制作用はチアミンとり乙み阻害が
主原因となっておこることを明らかにした。











(4) チアミン非要求性酵母 Sacch. carlsbergensis ~こ対してもイミダゾロチアミン類が抗チアミ







性微生物 L. fermenti および Kl. aμculate ~乙対し抗チアミン作用を示すが， 菌体へのチアミ
ンとり乙みを競合し， Kl. a?culate においては菌体内においてチアミンと競合することを両種
の菌体内へのとりこみならびに増殖抑制を測定し作用機構の解明を試みた。
各化合物の増殖抑制指数とチアミンとりこみ阻害との関連から両種の菌の増殖抑制機作を明確
にし7こ。
よって，本論文は薬学博士の学位を授与するに値するものと認める。
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